
（2）　本漬物の部

①　審査所見

②　入賞者名簿　

区分 商 品 名 企 業 名 市 町 村

農林水産大臣賞 しょうゆ風味野沢菜 岡本商店有限会社 木島平村

大臣官房長賞 安曇野味付あらぎりわさび 株式会社マル井 安曇野市

関東農政局長賞 べっこう野沢菜漬 有限会社とみき漬物 野沢温泉村

長野県知事賞 梅肉なめ茸 新進漬物株式会社 木島平村

長野県知事賞 野沢菜わさびきくらげ 株式会社くるまや 御代田町

全日本漬物協同組合
連合会長賞

野沢菜種からし漬 株式会社キョウショク 御代田町

全日本漬物協同組合
連合会長賞

きゃらわさび 有限会社万水 安曇野市

長野県園芸特産振興展
推進協議会長賞

きゅうり粕漬 有限会社みずほ食品 飯山市

長野県園芸特産振興展
推進協議会長賞

べったら漬 丸二食品株式会社 佐久市

長野県漬物協同組合
理事長賞

手造りわさび漬極 株式会社大王 安曇野市

長野県漬物協同組合
理事長賞

しまうり　本漬 有限会社山田醸造 岡谷市

　昨年に続き高温の日が多く、原料野菜の品質低下が懸念されたものの、出品物全般においてはそ
の影響を感じさせるものは見られず、出品者の適切な管理と技術の確かさがうかがえた。一方で、調
味面においては、ここ数年ではあまり見られなかった強い塩味を呈する製品が、大根やナスを中心に
多く見受けられた点が印象的であった。もう少し素材の風味を生かす方向での調整が望まれる。野沢
菜やワサビ漬けについては、食感・風味ともに高いレベルで安定しており、熟練した製造技術が感じ
られた。
　また、ワサビ漬けではキクラゲやワカメなどを組み合わせた創意工夫のある製品も出品されており、
新しい提案として評価できる内容であった。


